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§１ 調査の目的並びに概要

§１.1 調査の目的

この地質調査は、（仮称）　　　　　　新築工事に伴い、敷地地盤の土層構成を明らかにし、土

性を調べて基礎の設計並びに施工法決定の為の参考資料を得る目的で実施されたものであります。 

§1.2 調査の概要

調査名称 （仮称）　　　　　　新築工事に伴う地質調査 

調査場所 大阪府○○○○○　　丁目 

調査内容 

(1)地質調査(ボーリング) 

1 箇所       深度   10.35m 

(2)原位置試験 

JIS-A-1219 による貫入試験を深度 1.00ｍ毎に実施 

(3)室内土質試験 

物理試験及び力学試験 

調査月日 平成 　　 年 　 月 　 日    

調査報告 株式会社 西尾技建 
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§２ 調査方法

§2.1 ボーリング調査

ボーリングは、指示された地点においてハイドローリック式ロータリーボーリング機械を使用して

実施した。掘削は孔径 66～116 ㎜を標準とし、原則として地下水位を確認するまでは無水掘りと

し、以深は孔壁保護並びにスライム排除の為ベントナイト泥水を使用して掘削し、土層構成を把

握し併せて JIS-A-1219 に基づき１ｍ毎に標準貫入試験を実施して地盤の相対密度及び相対

稠度を示すＮ値を測定した。ボーリング装置を図 2-1 に示す。 

図２－１ ボーリング装置概念図 
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§2.2 標準貫入試験

原位置における地盤の密実度を知るための試験で、JIS-A-1219 に基づき重量 63.5±0.5 ㎏

のモンケンを 76±1 ㎝の高さから自由落下させて、標準貫入試験用サンプラーを 30 ㎝貫入させ

るのに必要な落下回数をＮ値として記録し、ボーリング柱状図に示した。 

Ｎ値は 10 ㎝貫入毎に落下回数を記録し、60 回落下打撃しても貫入量が 30 ㎝に達しないと

きは、60 回落下打撃に対する貫入量を記録する。打撃の際には予備打ちを 15 ㎝行った後に本

打ち 30 ㎝を実施し、30 ㎝貫入後に後打ちを 5 ㎝行う。 

サンプラーに採取した土質標本は含水量が変化しないようにビニール袋に入れて保存し、現

地及び室内にて観察を行い、代表的な試料を標本瓶に入れ土質標本とした。 

地盤調査法（地盤工学会編）によると、標準貫入試験の結果から判明する事項は下記のとお

りである。 

◆調査結果一覧図から総合判定する事項 

・構成土質、深さ方向の強度の変化 

・支持層の位置（地表からの深さと配列） 

・軟弱層の有無（圧密沈下検討の対象となる土層の厚さ） 

・排水条件その他 

◆Ｎ値から直接推定される事項 

砂地盤 粘性土地盤 

・相対密度、内部摩擦角 ・コンシステンシィー 

・沈下に対する許容支持力 ・一軸圧縮強度（粘着力） 

・支持力係数、弾性係数 ・破壊に対する極限及び許容支持力 
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砂地盤における相対密度と粘性土地盤におけるコンシステンシィーとＮ値との関係は下表のよ

うにまとめられている。 

砂地盤の相対密度と 

Ｎ値との関係 

粘性土のコンシステンシィーと 

Ｎ値との関係 

Ｎ値 相対密度 Ｎ値 コンシステンシー 

０～４ 非常に緩い ２以下 非常に軟らかい 

４～１０ 緩い ２～４ 軟らかい 

１０～３０ 中位 ４～８ 中位 

３０～５０ 密 ８～１５ かたい 

５０以上 非常に密 １５～３０ 非常にかたい 

３０以上 固結した 

次頁の図２－２に標準貫入試験の器具及び方法を示す。 
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図２－２ 標準貫入試験の器具及び方法 
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§2.3 室内土質試験

標準貫入試験、試料採取により得られた土質試料で下記に示す物理試験及び力学試験

を実施するものとした。 

試験方法・手順は日本工業規格および地盤工学会基準に準拠し実施するものとした。 

◆物理試験 

土粒子の密度試験              JIS A 1202 （JGS 0111） 

◆力学試験 

土の三軸圧縮試験    （JGS 0521） 

土の段階載荷による圧密試験 JIS A 1217 （JGS 0411） 

土質試験試料位置を次項の表に示す。 

表 2.3-1 土質試料採取状況 

№ 試料 No. 
採取深度 

(GL -m) 
土質 Ｎ値 試験項目 

Ｓ-1 5.50～6.30 砂混じりシルト - 

密度試験 

三軸圧縮試験 

圧密試験 
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◆土粒子の密度試験(JIS A 1202、JGS 0111) 

土粒子の密度とは、土粒子と有機物からなる土の固体部分の単位体積当たりの平均質量

である。密度は、土の基本的性質である間隙比や飽和度を知るのに必要であるばかりでな

く、土の締固めの程度や有機質土における有機物含有量を求めるのに利用される。 土粒

子の密度は、次式により表される。 

Ρs＝ 
ｍs 

×ρw(Ｔ) 
ｍs＋(ｍa－ｍb) 

ρs： 土粒子の密度(g/㎝２) 

ｍs： 炉乾燥試料の質量(g) 

ｍa: 温度Ｔ(℃)の蒸留水を満たしたピクノメーターの質量(g) 

ｍb： 温度Ｔ(℃)の蒸留水と試料を満たしたピクノメーターの質量(g) 

Ｔ： ｍbをはかったときのピクノメーターの内容物の温度(℃) 

ρw： Ｔ(℃)における蒸留水の密度(g/㎝２) 
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◇圧密試験(JIS A 1217、JGS 0411) 

土に圧力を加えると体積が減少して密度が増加する。土質力学では土粒子自体は非圧縮性

とみなし、この圧縮は土の間隙の減少によって生じるものとしている。 

土の圧密は一般には三次元的に生じるが、自然地盤が形成される堆積過程で生じる圧密は

多くの場合一次元的であることなどにより、圧密特性、すなわち土の圧縮性と圧縮の早さに関す

る性質は側方変形を拘束した一次元圧密試験で求めるのが普通である。圧密試験は土を段階

載荷によって排水を許しながら圧密し、圧縮性と圧密速度に関する定数を求める。 

試験方法は作製した供試体(直径6㎝、高さ2㎝)を圧密リングに挿入し、圧密容器を組み立て、

水浸させ段階的に載荷しつつ圧密圧力と圧密量を測定する。 

試験結果から圧密と時間の関係、圧密が大きくなる応力、圧密が生じた場合の圧密量推定

に関する係数が求められ、建物の新設などにより新たな荷重が地盤にかかった場合、圧密沈下

が生じるかどうかの検討が可能となる。 

・圧縮指数：Ｃc = (ｅa-ｅb)/log(Pb/Pa) 

e-logP(f-logP)関係線の勾配。圧密量と応力の関係。 

・体積圧縮係数：ｍv 

弾性係数の逆数で圧密量の推定。 

・圧密係数：Ｃv = k/ｍvγw 

圧密速度を支配する係数で、Cv(kがおおきいほど、またはｍvが小さいほど)が大きいほど

圧密は速く終わる 

・圧密降伏応力：Ｐc 

e-logP(f-logP)関係線で過圧密から正規圧密に移行する最急勾配部の応力で、この点を

超えると圧密が生じ、圧密沈下が大きくなる。 
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◇土の非圧密非排水(UU)三軸圧縮試験(JGS 0521) 

比較的透水係数の小さい地盤に、排水が生じないような急速な載荷速度で荷重が作用する

ときの原地盤の圧縮強さを求めるために行う試験で、粘性土を対象とする。試験は、供試体から

の水の出入りのない状態で等方圧を作用させ、圧密を行わず、直ちに、非排水条件の下で軸方

向に圧縮を行い、圧縮強さおよび土の応力－ひずみ曲線を求める。 

飽和度の高い粘性土の場合は、破壊包絡線はほぼ水平（φu=0）となり、側方向応力がゼロ

の場合は一軸圧縮試験となる。原理的には一軸圧縮強度試験結果と同じ考え方で土の強度を

扱うことができ、過圧密の程度があまり大きくない地盤の支持力、斜面安定、土圧などの算定に

用いる非排水強さの推定、杭の周面摩擦力の算定に用いる付着力などの推定に利用できる。ま

た、飽和度の低い粘性土の場合は、破壊包絡線は勾配をもち、想定すべり面に対応した有効

土被り圧を考慮して決定した強度定数を用いた設計もできる。 

試験結果は供試体の軸ひずみ：εと主応力差：σ1－σ3をプロットし、0＜ε≦15%の範囲の

主応力差の最大値を圧縮強さとする。 

ε＝ 
ΔＨ 

×100 
Ｈo 

σ1－σ3＝ 
Ｐ 

（1- 
ε 

） 
Ａo 100 

ε： 供試体の軸ひずみ(%) 

ΔＨ： 供試体の軸変位量(㎝) 

Ｈo： 試験前の供試体高さ(㎝) 

Ｐ： 軸ひずみε%のときに供試体に加えられた軸圧縮力(N) 

σ1： 供試体に作用する軸方向応力(N/㎜2) 

σ3： 供試体に作用する横方向応力(N/㎜2) 

Ａo： 供試体断面積(㎝２) =πＤo2/4 
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§３ 調査結果

§3.1 調査地の地形・地質概要

調査地は吹田市　　　にあり、東海道本線「吹田」駅の東南東約300ｍの所で、吹田市の南部、

淀川低地に位置する。 

吹田市は神崎川を隔てて大阪市に接し、市の地形は中央部以北の丘陵地（千里丘陵）、周

辺の台地、南部の低地（淀川低地）に区分される。調査地は、市南部の淀川低地に位置する。 

淀川低地は、淀川の両端に広がる低地で、北は北摂山地、東は枚方丘陵、西は千里丘陵で

限られる。最終間氷期（約12万年前）、大阪平野は「上町海」と呼ばれ、この地域を含めて海域

であった。最終氷期最寒冷期（約2万年前）には、海水面は100ｍ程度低下し、大阪湾は干上が

っていた。この時期、上町台地東側には「古河内平野」が、西側には「古大阪平野」が広がり、平

野を流下する「古大阪川」などの河川沿いには、氾濫原が発達していた。その後、縄文海進（約

6000年前）とともに、海域は上町台地の東側まで拡大し、内湾の「河内湾」が形成された。その

後、淀川や旧大和川に、運搬された砂泥によって、淀川沿いには淀川低地が形成される。淀川

低地では地表部から難波累層と呼ばれる沖積層が分布し、その下位には上部洪積層、さらにそ

の下位には洪積層の大阪層群が分布すると考えられている。難波累層の中部には、海成粘土

を主体とする中部層が分布するが、縄文海進期、「河内湾」であった時期に堆積したものであ

る。 

沖積層は約２万年前の最終氷期最寒冷期以降に堆積した土層で、低地の表層部を形成し

て分布する。上部洪積層は、第四紀更新世中期から後期にかけて堆積した地層で低地の地下

や台地を形成し、段丘堆積層に対応すると考えられている。大阪層群は第三紀鮮新世後期か

ら第四紀更新世中期にかけて堆積した地層で、低地や台地の基部や丘陵地などを構成して分

布する。 

調査地の土層構成は地表より、盛土層、さらにその下位には洪積層の段丘堆積層が分布

すると考えられる。 

調査地付近の地質図 ○調査地点

a :沖積層 砂・礫及び泥 

t :段丘堆積物 礫・砂及び泥 

O
2

:大阪層群上部  礫・砂・シルト及び粘土  

O
1

:大阪層群下部  砂・粘土・礫及びシルト 

Ka:神戸層群 砂岩・礫岩・泥岩及び凝灰岩  
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§3.2 ボーリング結果

今回実施したボ－リング１ヶ所の結果は別紙の土質柱状図に示すとおりであり、調査範囲で

の土層構成・土性は次のように大別される。  

◎盛土層（1.15ｍまで） 

・礫混じり砂層（0.50ｍまで） 

φ2 ㎜程度の角～亜角礫が全般に混入する細～中砂主体の砂質土による盛土層。含水

量は少ない。 

・砂混じり粘土層（1.15ｍまで） 

全般に細砂とφ2～15 ㎜程度の角～亜角礫が所々に混入する粘性土による盛土層。粘性

は中位を示す。 

◎段丘堆積層（10.35ｍまで確認） 

・粘土混じり砂礫層（1.50ｍまで） 

N=9 を示す全般に粘土分が混入する中～粗砂とφ2～30 ㎜程度の角～亜角礫からなる礫

質土である。相対密度は「緩い」を呈す。含水量は中位を示す。 

・砂礫層（5.30ｍまで） 

N=29 程度～60 以上を示す中～粗砂とφ2～30 ㎜程度の角～亜角礫からなる礫質土であ

る。相対密度は「中位～密～非常に密」を呈す。含水量は少ない。 

・砂混じりシルト層（6.00ｍまで） 

N=23 程度を示す不規則に細砂が混入する粘性土であり、全般に固結する。相対稠度

は「非常に硬い」を呈す。粘性は小さい。 

・砂質シルト層（6.75ｍまで） 

N=30程度を示す不規則に細砂が混入する粘性土である。相対稠度は「固結した」を呈す。

粘性は小さい。 
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・砂層（10.35ｍまで確認） 

N=60 以上を示す細砂主体の砂質土である。相対密度は「非常に密」を呈す。含水量は少

ない。 

◎孔内水位 

今回のボーリング調査では、ＧＬ-2.50ｍの深度まで水を使わずに掘削を行ったが水位は認

められなかった。 

調査地における地下水位は、近隣に淀川が流れているため調査深度内に分布する可能

性が想定される。 
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§3.3 室内土質試験結果 

室内土質試験は物理試験として密度試験を、力学試験として三軸圧縮試験、圧密試験を

行った。 

試験結果の概要を下表に示す。 

 

表 3.3-1 サンプリング試料の土質試験結果 

試  験 試験項目 単位 
試験結果 

No.1 Ｓ-1 
5.50～6.30 

物理試験 密度試験 土粒子の密度 ρs g/㎤ 2.694 

力学試験 

圧密試験 

試験方法 － 段階載荷 

圧縮係数    Cc － 0.33 

圧密降伏応力 Pc kN/m2 2046 

三軸圧縮 

試   験 

試験条件 kN/㎡ ＵＵ 

粘着力      c kN/㎡％ 166 

内部摩擦角  φ 度 0.0 

 

 

 

 

 

    

 

 

【 以    上 】 



付 図

土質柱状図

室内土質試験結果

現場記録写真



ボーリング柱状図

調 査 名 （ 仮 称 ）　　　　　　　　　　　　　　　　伴 う 地 質 調 査

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 北 緯 3 4 ﾟ  4 5 '  4 5 . 7 2 "

東 経 1 3 5 ﾟ  3 1 '  3 6 . 1 9 "発 注 機 関 調査期間 平成 27年 8月 21日 ～ 27年 8月 21日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 西 尾 技 建

電話 ( 0 7 2 - 6 3 0 - 5 2 5 2 )
主任技師

現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

-0.19m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D o - D
ハンマー
落下用具

自 動 落 下 装 置

エンジン T F 1 2 0 V - E ポ ン プ Ｋ Ａ Ｎ Ｏ 　 Ｖ ６ Ｃ総 掘 進 長  10.35m

ボーリングNo 2 7 0 8 0 4 3

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)

 -0.69

 -1.34

 -1.69

 -5.49

 -6.19

 -6.94

-10.54

層

厚

(m)

  0.50

  0.65

  0.35

  3.80

  0.70

  0.75

  3.60

深

度

(m)

0.50

1.15

1.50

5.30

6.00

6.75

10.35

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

砂は細～中砂主体
角～亜角礫φ2㎜程度全般に混入す
る
含水比小位

盛土（
礫混じ
り砂）

暗

褐

粘性中位
細砂全般に混入する
角～亜角礫φ2～15㎜程度所々に混
入する

盛土（
砂混じ
り粘土
）

暗灰
～灰
褐

角～亜角礫φ2～30㎜程度主体
砂は中～粗砂
粘土分全般に混入する
含水比中位

粘土混
じり砂
礫

暗

灰

褐

緩

い

角～亜角礫φ2～30㎜程度主体
砂は中～粗砂
含水比小位

ＧＬ-2.50mまで無水掘水位確認でき
ず

砂

礫

黄

褐

～

淡

褐

灰

非

常

に

密

～

密

～

中

位

粘性小位
細砂不規則に混入する
全般に固結する

砂混じ
りシル
ト

暗

青

灰

非常
に硬
い

粘性小位
細砂不規則に混入する

砂質シ
ルト

暗

青

灰

固

結

し

た

細砂主体
含水比小位

砂
褐

灰

非

常

に

密

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

0.65

0.95

1.15

1.45

2.15

2.27

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.65

6.92

7.15

7.31

8.15

8.30

9.15

9.37

10.15

10.35

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

2

48

19

11

10

10

32

35

18

22

10

～

20

1

3

12

2

20

11

9

22

28

6

25

5

32

38

20

～

30

1

4

16

13

7

28

7

10

2

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

3

30

9

30

60

12

55

30

35

30

26

30

60

27

60

16

60

15

60

22

60

20

N 値

0 10 20 30 40 50 60

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

5.50

6.30

試

料

番

号

S-1

採

取

方

法

○S

室
内
試
験

(
)

三軸
(UU)
圧密

掘

進

月

日

8

21



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２ｍｍ～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

Ｕc′

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

I c

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[ 1kN/m ≒0.0102kgf/cm ]2 2

(仮称）　　　　　　　　　　　　　　伴う地質調査 平成 　年　月　日

No.1 S-1

(5.50～6.30m)

2.694

UU

166

0.0

0.33

2046

段階載荷

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ指数

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

鋭 敏 比 St

物理試験時の自然含水比

％

MN/m2

％

（社）地盤工学会4161 不許複製



  J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （検定，測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 （ 深 さ ）

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量 m f g

（蒸留水＋ピクノメーター）質量 m′a g

m′a をはかったときの蒸留水の温度 T′ ℃

T′℃における蒸留水の密度ρw( T′) g/cm3

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター）質量 m b g

m b をはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T ) g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
（蒸留水＋ピクノメーター）質量 m a

g

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 N o .

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 （ 深 さ ）

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量 m f g

（蒸留水＋ピクノメーター）質量 m′a g

m′a をはかったときの蒸留水の温度 T′ ℃

T′℃における蒸留水の密度ρw( T′) g/cm3

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター）質量 m b g

m b をはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T ) g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
（蒸留水＋ピクノメーター）質量 m a

g

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 N o .

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項

m a ＝
ρw( T )

ρw( T ′)
( )m′a－m f ＋m f

ρs ＝
m s

m s ＋ ( )m a－m b

×ρw ( T )

　(仮称)　　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年　　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)

91

45.197

150.767

21.5

0.99788

162.340

25.0

0.99704

150.678

91

63.732

45.197

18.535

2.689

92

51.809

153.434

21.5

0.99788

162.907

25.0

0.99704

153.348

92

66.983

51.809

15.174

2.694

2.694

94

44.980

148.568

23.5

0.99742

159.785

25.0

0.99704

148.529

94

62.835

44.980

17.855

2.698

（社）地盤工学会6321



J G S 0 5 2 0 土 の 三 軸 試 験 の 供 試 体 作 製 ・ 設 置

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供試体を用いる試験の基準番号と名称

試 料 の 状 態 1)

供 試 体 の 作 製 2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No.

初

期

状

態

直 径 cm

平 均 直 径 D i cm

高 さ cm

平 均 高 さ H i cm

体 積 V i cm3

含 水 比 w i ％

質 量 m i g

湿 潤 密 度 ρti
3) g/cm3

乾 燥 密 度 ρdi
3) g/cm3

間 隙 比 e i
3)

飽 和 度 S ri
3) ％

相 対 密 度 D ri
3) ％

設

置

・

飽

和

過

程

軸変位量の測定方法

設 置 時 の 軸 変 位 量 cm

飽和過程の軸変位量 cm

軸 変 位 量 ΔH i
5) cm

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量 cm3

飽和過程の体積変化量 cm3

体 積 変 化 量 ΔV i
5) cm3

圧
密
前
（
試
験
前
）

高 さ H0 cm

直 径 D 0 cm

体 積 V 0 cm3

乾 燥 密 度 ρd0
3) g/cm3

間 隙 比 e 0
3)

相 対 密 度 D r0
3) ％

炉

乾

燥

後

容 器 No.

（炉乾燥供試体＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m s g

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。

2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。

3) 必要に応じて記載する。

4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾燥密度，

最大乾燥密度等を記載する。

5) 設置時の変化と飽和過程および B 値測定過程での変化を合わせる。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年 　　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)

JGS 0521 土の非圧密非排水(UU)三軸圧縮試験

乱さない

トリミング法

2.694

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1

5.00

4.95

5.00

4.98

9.97

9.96

9.97

194.20

29.4

365.04

1.880

1.453

0.854

92.7

9.97

4.98

194.20

1.453

0.854

282.10

2

5.01

4.99

5.00

5.00

9.98

9.96

9.97

195.76

26.0

381.86

1.951

1.548

0.740

94.7

9.97

5.00

195.76

1.548

0.740

303.06

3

5.00

4.99

4.99

4.99

9.97

10.00

9.99

195.37

27.7

377.81

1.934

1.514

0.779

95.8

9.99

4.99

195.37

1.514

0.779

295.86

（社）地盤工学会6731



J G S 0 5 2 1 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］ （応力－ひずみ曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称
1)

1)

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて粘性土
の場合は液性限界，
塑性限界，砂質土の
場合は最小乾燥密度，
最大乾燥密度等を記
載する。

供 試 体 No.

セル圧・圧密応力

背 圧 u b

主

応

力

差

最

大

時

圧縮強さ (σa-σr ) max

軸ひずみ εaf ％

CU

間隙水圧 u f

有効軸方向応力 σ′af

有効側方向応力 σ′rf

CD
体積ひずみ εvf ％

間 隙 比 e f

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

供試体の破壊状況

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m) 吉田　隆一

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1.00

1

30

255

2.97

2

60

294

15.00

3

120

449

2.24

3供試体共に潜在クラックあり。

（社）地盤工学会6736

軸ひずみ εa （％）

主
応
力
差
（

σ
a
－
σ
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）

(
k
N
/
m

2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

100

200

300

400
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700
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1

2
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J G S 0 5 2 1 土の強度特性 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

強 度 定 数

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

全 応 力

c φ ° tanφu u u

有 効 応 力

c′ φ′ °kN/m2 kN/m2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)

166 0.0 0.00

（社）地盤工学会6737

σ
 
(
k
N
/
m

2
）

τ (kN/m
2
）

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0



J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土の段階載荷による圧密試験 （計算書）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

試 験 機 No.

最低～最高室温 ℃

土 質 名 称

土粒子の密度 ρs g/cm3

液 性 限 界 w L ％

塑 性 限 界 w p ％

供

試

体

直 径 D cm

断 面 積 A cm2

高 さ H 0 cm

質 量 m 0 g

炉乾燥質量 m s g

実 質 高 さ H s cm

初

期

状

態

含水比 w0 ％

間隙比e 0 ，体積比f 0

湿潤密度 ρt g/cm
3

飽和度 S r0 ％

圧 縮 指 数 C c

圧密降伏応力 p c kN/m2

0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

10

載荷

段階

圧密圧力p

kN/m2

圧力増分Δp

kN/m2

圧 密 量 ΔH

cm

供試体高さ H

cm

平均供試体高さH

cm

圧 縮 ひ ず み

Δε=ΔH/H × 100％

体積圧縮係数m v

m2/kN

間隙比e= H /H s- 1

体積比f= H /H s

載荷

段階

平均圧密圧力p

kN/m2

t90 ，t50

min

圧 密 係 数 c v

cm2/d

透 水 係 数 k

m/s

一次圧密量 ΔH 1

cm

一 次 圧 密 比

r = ΔH 1 /ΔH

補正圧密係数

c′v = rc v cm2/d

透水係数 k′

m/s

特記事項 H s = m s/(     )ρs A

H = H′- ΔH

H =(      )/2H + H′

m v=(    /100)/Δε Δp

S r0 = w 0ρs/(    )e0ρw

p = p・p′

√法：t cv =305× H
2
/t90

曲線定規法：c v =70.9× H
2
/t 50

k = c vm vγw/(8.64×10 )8

k′= c′vm vγw/(8.64×10 )8

ただし，γw≒9.81kN/m3

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)

9

2.694

6.000

28.27

2.000

110.75

87.48

1.1486

26.6

0.741

1.958

96.7

0.33

2046

0.0

78.5

157.0

314.0

628.0

1255.0

2511.0

5021.0

78.5

78.5

78.5

157.0

314.0

627.0

1256.0

2510.0

-4942.5

0.0051

0.0099

0.0125

0.0172

0.0255

0.0611

0.1143

-0.0868

2.0000

1.9949

1.9850

1.9725

1.9553

1.9298

1.8687

1.7544

1.8412

1.9975

1.9900

1.9788

1.9639

1.9426

1.8993

1.8116

1.7978

0.255

0.497

0.632

0.876

1.313

3.217

6.309

-4.828

3.25E-5

6.33E-5

4.03E-5

2.79E-5

2.09E-5

2.56E-5

2.51E-5

9.77E-6

0.741

0.737

0.728

0.717

0.702

0.680

0.627

0.527

0.603

39.25

111.02

222.03

444.06

887.77

1775.19

3550.74

627.81

0.57

0.98

1.08

1.16

1.39

1.65

1.95

2136.96

1233.61

1106.82

1015.03

828.80

667.42

513.79

7.89E-10

8.87E-10

5.06E-10

3.22E-10

1.97E-10

1.94E-10

1.46E-10

0.0016

0.0010

0.0016

0.0022

0.0032

0.0112

0.0316

0.314

0.101

0.128

0.128

0.125

0.183

0.276

671.01

124.59

141.67

129.92

103.60

122.14

141.81

2.48E-10

8.95E-11

6.48E-11

4.12E-11

2.46E-11

3.55E-11

4.04E-11

（社）地盤工学会6635



  J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (圧縮曲線)

調 査 件 名 試験年月日

試 料 番 号(深さ) 試 験 者

土粒子の密度

ρs g/cm
3

液 性 限 界

w L ％

塑 性 限 界

w p ％

初 期 含 水 比

w 0 ％

初期間隙比 e0

初期体積比 f0

圧 縮 指 数

Cc

圧密降伏応力

pc kN/m2
ひずみ速度 1)

％/min

透水係数 k (m/s)2)

圧密圧力 p (kN/m )2

特記事項 1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。
2)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ使用する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)

2.694 26.6 0.741 0.33 2046

（社）地盤工学会6636

間
隙

比
e

10 600020 50 100 200 500 1000 2000

1.9
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1.1

1.0
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0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0.0

e 0 = 0.741

p c = 2046 k N / m2



  J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (cv ，mv - p 関係)

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

圧
密

係
数

c v
，c

v
′
(
c
m
/
d
)

2

体
積

圧
縮

係
数

m
v
(
m
/
k
N
)

2

平 均 圧 密 圧 力 p (kN/m )2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　　　　伴う地質調査 平成 　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)

（社）地盤工学会6637

c v ，c v
′

m v

10 600020 50 100 200 500 1000 2000
102
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10-6

10-5

10-4

10-3

pc = 2046 kN/m2
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1 土の段階載荷による圧密試験 ( d －√t 曲 線 )

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

載
荷

段
階

圧
密

圧
力

p
k
N
/
m
2

載
荷
直
前

読
み

d
i

m
m

圧
密
度
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読
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最
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経
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時
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t
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n
)

圧密圧力p=(kN/m )
2

圧密圧力p=(kN/m )
2

圧密圧力p=(kN/m )
2

変位計の読みd(mm)

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1 土の段階載荷による圧密試験 ( d －√t 曲 線 )

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

載
荷

段
階

圧
密

圧
力

p
k
N
/
m
2

載
荷
直
前

読
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d
i

m
m

圧
密
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時
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圧密圧力p=(kN/m )
2

圧密圧力p=(kN/m )
2

圧密圧力p=(kN/m )
2

変位計の読みd(mm)

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1 土の段階載荷による圧密試験 ( d －√t 曲 線 )

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

載
荷

段
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圧
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圧密圧力p=(kN/m )
2

変位計の読みd(mm)

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1 土の段階載荷による圧密試験 (圧密量－時間曲線)

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

載
荷

段
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変位計の読みd(mm)

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

(仮称)　　　　　　　　新築工事に伴う地質調査 平成 　年 　月 　日

No.1 S-1 (5.50～6.30m)
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1 土の段階載荷による圧密試験 (圧密量－時間曲線)
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J G S 0 4 1 1 土の段階載荷による圧密試験 (圧密量－時間曲線)
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ボーリングＮｏ．１

全景 残尺

検尺 標準貫入試験



ボーリングＮｏ．１

試料採取状況 採取試料

KBM　近景 KBM　遠景

Ｋ・Ｂ・Ｍ



室内土質試験写真

土粒子の密度試験

土の段階載荷による圧密試験



室内土質試験写真

土の三軸圧縮試験（UU）




